
門
註
釈
】

『
日
知
録
集
縛
』

註
釈

(
第
四
回
)
下

宮玉

域内

要保

昔
、
貌
文
帝
曹
亙
は
、
「
文
人
相
ひ
軽
ん
ず
」
る
の
が
古
来
の
習
い
で
あ
る
こ
と
を
、
自
身
の
体
験
を
通
じ
て
熟
知
し
な
が
ら
、
な
お

「
文
章
は
経
国
の
大
業
に
し
て
、
云
云
」
と
断
言
し
た
。
「
文
人
」
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
己
が
文
才
に
対
す
る
自
信
と
懐
疑
と
に
思
い
悩
み

つ
つ
、
し
か
も
孜
孜
と
し
て
思
索
と
操
組
の
工
夫
を
重
ね
る
時
、
や
が
て
後
世
に
伝
わ
る
文
章
を
残
す
に
違
い
な
い
、
と
確
信
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
果
た
せ
る
か
な
、
彼
は
、
い
わ
ゆ
る
建
安
七
子
の
中
か
ら
た
だ
一
人
、
『
中
論
』
を
も
の
し
得
た
徐
幹
の
こ
と
を
「
一
家
の
言

を
成
し
」
た
者
と
認
知
し
た
の
だ
っ
た
。

今
、
顧
炎
武
の
、
文
章
に
寄
せ
る
期
待
は
も
ち
ろ
ん
嘗
歪
の
そ
れ
と
相
い
通
じ
る
。
前
条
《
文
須
有
益
於
天
下
}
に
お
い
て
は
、
文
章
は

何
よ
り
も
経
術
と
密
接
た
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
力
説
さ
れ
た
。
本
条
《
文
不
貴
多
}
で
は
、
前
条
を
踏
ま
え
て
、
経
世
致
用
を
旨
と
し
天

下
・
後
世
に
伝
播
さ
れ
る
に
足
る
文
章
の
出
現
が
希
求
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
文
章
は
寡
作
た
る
べ
し
、
と
顧
炎
武
は
主
張
す
る
。
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キ
ー
ワ
ー
ド
(
た
だ
し
〔
第
四
回
〕
上
と
共
通
)
明
道
救
人
、
経
世
済
民
、
盆
天
下
後
世
、
崇
重
経
術
、
文
有
枝
葉

巻
十
九
第
二
条

せ
ざ
る
の
事
)

文
不
貴
多

(
H
著
作
は
多
き
を
貴
し
と

【
本
文
・
原
注
と
そ
の
古
語
訳

(
H
訓
読
)
】

舗
1

掴

Z

①
ニ
漢
文
人
、
所
著
絶
少
、
史
於
其
侍
末
毎
云
、
所
著
凡
若

干
篇
、
惟
董
仲
野
至
百
三
十
篇
、
而
其
齢
不
過
五
六
十
篇
、

或
十
数
篇
、
或
三
四
篇
、
史
之
錬
其
数
、
蓋
稿
之
、
半
少
之

捕
3

也
、
乃
今
人
著
作
、
則
以
多
爵
富
、
夫
多
則
必
不
能
工
、
即

聾
1

エ
亦
不
皆
有
用
於
世
、
其
不
傍
宜
実
。

二
漢
の
文
人
、
著
は
す
所
絶
え
て
少
な
く
、
史
(
伝
)
、



〔第四回〕下

お
よ

其
の
伝
末
に
て
毎
に
云
ふ
、
著
は
す
所
凡
そ
若
干
篇
な
り
、

と
。
惟
董
仲
野
の
み
百
三
十
篇
に
至
り
て
、
其
の
余
は
五

六
十
篇
に
過
ぎ
ず
。
或
ひ
は
十
数
篇
、
或
ひ
は
三
四
篇
な

る
の
み
。

た
た

史
の
其
の
数
を
録
す
る
や
、
蓋
し
之
を
称
ふ
る
に
て
、

お
と
し

之
を
少
む
る
に
は
非
る
な
り
。
乃
ち
今
人
著
作
し
て
は
、

則
ち
多
き
を
以
て
富
と
為
す
。

夫
れ
多
け
れ
ば
、
則
ち
必
ず
や
工
な
る
こ
と
能
は
ず
o

-hふ』即ひ
工
な
り
と
て
も
、
亦
た
必
ず
し
も
皆
は
世
に
有
用
な

ら
ざ
る
な
り
。
其
の
(
後
世
に
)
伝
は
ら
ざ
る
も
宣
な
る

カ
な
。

『日知録集緯』註釈

②
西
京
尚
蹄
賦
、
故
漢
書
事
文
志
所
載
止
詩
賦
ニ
家
、
其
諸

有
名
文
人
、
陸
買
賦
止
三
篇
、
買
誼
賦
止
七
篇
、
枚
乗
賦
止

九
篇
、
司
馬
相
如
賦
止
二
十
九
篇
、
見
覧
賦
止
ニ
篇
、
司
馬

遷
賦
止
八
篇
、
王
褒
眠
止
十
六
篇
、
福
雄
賦
止
十
ニ
篇
、
市

最
多
者
、
則
潅
南
王
賦
八
十
ニ
篇
、
枚
寒
賦
百
二
十
篇
、
市

子
枚
皐
傍
云
、
皐
篇
文
疾
、
受
詔
甑
成
、
故
所
賦
者
多
、
司

馬
相
知
善
篇
文
而
遅
、
故
所
作
少
、
而
善
於
寒
、
皐
賦
齢
中

白
書
、
震
賦
不
如
相
如
、
其
文
献
倣
曲
随
茶
事
、
皆
得
其
意
、

補

4

頗
諒
笑
、
不
甚
閑
底
、
凡
可
誼
者
、
不
二
十
篇
、
其
尤
慢
戯

不
可
讃
者
、
向
数
十
篇
、
是
酔
賦
多
而
不
必
善
也
、
東
漢
多

碑
謀
書
序
論
難
之
文
、
文
其
時
崇
重
纏
術
、
復
多
訓
詰
、
凡

聾

2

傍
中
錬
其
篇
数
者
、
四
十
九
人
、
其
中
多
者
、
如
曹
褒
・
膝

勘
・
割
問
・
護
側
巴
・
萄
爽
・
王
逸
各
百
飴
篇
、
少
者
、
腫
植

六
篇
、
黄
香
五
篇
、
劉
鞠
験
・
雀
烈
・
曹
衆
・
曹
期
各
四
篇
、

桓
彬
三
篇
、
而
於
鄭
玄
傍
去
、
玄
依
論
語
作
鄭
志
八
篇
、
所

注
諸
経
百
齢
高
言
、
通
人
頗
識
其
繁
、
是
解
経
多
而
不
必
善

繍
5也。

た
白
羽
と

西
京

(
H
前
漢
)
辞
賦
を
尚
ぷ
。
故
に
『
漢
書
』
芸
文

志
の
載
す
る
所
、
詩
眠
の
二
家
に
止
ま
り
て
、
其
の
諸
も

ろ
の
名
有
る
文
人
(
の
う
ち
)
、
陸
買
は
眠
三
篇
に
止
ま
り
、

貰
誼
は
賦
七
篇
に
止
ま
り
、
枚
一
束
は
賦
九
篇
に
止
ま
り
、

司
馬
相
如
は
賦
二
十
九
篇
に
止
ま
り
、
見
寛
は
賦
二
篇
に

止
ま
り
、
司
馬
遷
は
賦
八
篇
に
止
ま
り
、
王
褒
は
賦
十
六

篇
に
止
ま
り
、
揚
雄
は
賦
十
二
篇
に
止
ま
り
て
、
最
も
多

き
者
則
ち
准
南
王
の
賦
八
十
二
篇
、
枚
皐
の
賦
百
二
十
篇

な
り
。
而
れ
ば
(
『
漢
書
』
)
枚
皐
伝
に
云
く
、
皐
は
文
を

為
る
こ
と
疾
く
、
詔
を
受
る
や
概
ち
成
る
。
故
に
賦
す
る

所
多
し
。
司
馬
相
如
は
善
く
文
を
為
れ
ど
も
遅
し
。
故
に
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為
る
所
少
な
し
。
而
れ
ど
も
皐
よ
り
善
し
、
と
。

皐
が
賦
中
に
自
ら
言
へ
る
あ
り
、
賦
を
為
る
こ
と
相
如

つ
ぽ
ひ

に
如
か
ず
、
其
の
文
執
散
な
れ
ど
も
曲
ら
か
に
其
の
事

に
随
ひ
て
、
皆
な
其
の
意
を
得
た
り
。
頗
る
萩
笑
す
る
も

甚
だ
し
く
は
閑
廓
せ
ず
。
凡
そ
読
む
可
き
者
、
二
十
篇
な

ら
ず
し
て
、
其
の
尤
も
擾
戯
に
し
て
読
む
可
か
ら
ざ
る
者
、

か

尚
ほ
数
十
篇
あ
り
、
と
。
是
く
辞
賦
(
の
文
)
多
く
し
て

必
ず
し
も
善
か
ら
ざ
る
な
り
。

東
漢

(
H
後
漢
)
、
碑
諒
書
序
論
難
の
文
多
し
。
又
た

其
の
時
経
術
を
崇
重
す
れ
ば
、
復
た
訓
詰
(
の
文
)
多
し
。

凡
そ
(
史
)
伝
中
に
其
の
篇
数
を
録
す
る
者
四
十
九
人
あ

り
。
其
の
中
多
き
者
は
、
曹
襲
・
臆
勘
・
劉
陶
・
察
畠
・

萄
爽
・
王
逸
ら
の
如
き
各
百
余
篇
、
少
な
き
者
は
、
塵
植

の
六
篇
、
黄
香
の
五
篇
、
劉
胸
験
・
崖
烈
・
曹
衆
・
曹
期

ら
の
各
四
篇
、
桓
彬
の
三
篇
な
り
。

而
し
て
(
『
後
漢
書
』
)
鄭
玄
伝
に
云
く
、
(
鄭
)
玄
、
論

語
に
依
り
て
鄭
志
八
篇
を
作
り
、
諸
経
に
注
す
る
所
百
余

万
言
な
る
を
、
通
人
、
其
の
繁
な
る
を
頗
る
議
れ
り
、
と
。

是
く
解
経
(
の
文
)
多
く
し
て
必
ず
し
も
善
か
ら
ざ
る
な

れ
ソ
。

③
秦
延
君
説
実
典
、
篇
目
南
字
之
説
、
十
蝕
寓
言
、
但
説
日

原

1
掴

若
稽
古
三
高
言
、
此
顔
之
推
家
訓
所
謂
鄭
下
諺
封
、
博
士

車

2

買
瞳
、
書
券
三
紙
未
有
瞳
字
者
也
、
文
以
少
而
盛
、
以
多
而

補
8

車

3
聾

3

衰
、
以
ニ
漢
書
之
、
東
都
之
文
多
於
西
京
、
而
文
衰
突
、

以
三
代
言
之
、
春
秋
以
降
之
文
、
多
於
六
題
、
而
文
衰
突
、

舗
9

記
目
、
天
下
無
道
、
則
富
有
枝
葉
。

秦
延
君
、
発
典
を
説
く
に
、
篇
目
両
字
の
説
に
、
十
余

万
言
あ
り
、
但
だ
日
若
稽
古
を
説
き
て
、
三
万
言
あ
り
。

此
れ
顔
之
推
が
家
訓
に
謂
ふ
所
の
、
期
下
の
諺
に
云
は
く
、

博
士
騒
を
買
ひ
て
、
書
券
三
紙
な
る
に
未
だ
瞳
の
字
有
ら

ず
、
と
な
る
者
な
り
。

す

u
u

文
は
以
て
少
な
け
れ
ば
市
ち
盛
り
、
以
て
多
け
れ
ば

而
ち
衰
ふ
。
二
漢
を
以
て
之
を
言
へ
ば
、
東
都
の
文
、
西

京
よ
り
も
多
し
、
而
し
て
文
衰
へ
た
り
。
三
代
を
以
て
之

を
言
へ
ば
、
春
秋
以
降
の
文
、
六
経
よ
り
も
多
し
、
而
し

て
文
衰
へ
た
り
。
記
に
日
く
、
天
下
に
道
無
け
れ
ば
、
則

ち
言
に
枝
葉
有
り
、
と
。

-87-

(27 ) 

〆ヘ
1 原
、i主
桓〉

語
新
論語



桓
語
の
新
論
に
み
ゆ
。

楠
H

2
、
陸
滋
詩
、
文
齢
博
士
書
瞳
券
、
職
事
参
軍
判
馬
曹
。

陸
揚
の
(
「
讃
書
」
)
詩
に
、
文
辞
博
士
瞳
券
を
書
し
、

職
事
参
軍
馬
曹
を
判
ず
、
と
あ
り
。

〔第四回〕下

描
阻

3
、
如
盲
泊
施
五
車
、
其
書
寛
無
一
篇
侍
者
。

恵
施
が
五
車
の
如
き
、
其
の
書
寛
に
一
篇
の
伝
は
る
者

と
て
無
し
。

『日知録集緯』註釈

4
、
惰
志
載
古
人
文
集
、
西
京
惟
劉
向
六
巻
、
揚
雄
、
劉
散

各
五
巻
、
篇
至
多
突
、
他
不
過
一
巻
二
巻
、
市
江
左
梁
簡

文
帝
至
八
十
五
巻
元
帝
至
五
十
二
巻
、
沈
約
至
一
百
一
巻
、

集

4
織
目

所
謂
雄
多
亦
莫
以
属
。

陪
(
書
経
籍
)
士
山
、
古
人
の
文
集
を
載
す
る
に
、
西
京

は
惟
だ
劉
向
の
六
巻
、
揚
雄
・
劉
散
の
各
五
巻
を
の
み
至

多
と
為
せ
り
。
他
は
一
巻
二
巻
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
而
る

を
江
左
に
て
は
梁
の
簡
文
帝
は
八
十
五
巻
に
至
り
、
元
帝

は
五
十
二
巻
に
至
り
、
沈
約
は
一
百
一
巻
に
至
れ
り
。
所

忽

ん

も

ち

謂
る
、
多
し
と
雄
も
亦
た
実
ぞ
以
為
ひ
ん
、
な
る
の
み
。

【
集
樟
と
そ
の
古
語
訳

(
H
訓
読
)
】

組
問

H

1
、
楊
氏
日
、
今
之
文
集
奥
今
之
時
事
、

純
日

伊
子
何
底
。

楊
(
寧
)
氏
日
く
、
今
の
文
集
と
今
の
時
芸
と
、
若
し

ら
っ
ざ
っ
さ
い
せ
う

世
雑
催
焼
せ
ざ
れ
ば
、
将
た
伊
れ
子
き
て
何
に
か
底

ら
ん
と
す
る
、
と
。

若
不
桂
雑
催
燥
、
将

摘
出

2
、
沈
氏
目
、
救
文
格
論
、
子
此
下
有
北
海
王
陸
、
臨
巴
侯
子

鞠
験
、
鴻
筒
、
曹
褒
、
鄭
玄
、
責
達
、
班
彪
、
班
園
、
朱
穆
、

胡
度
、
感
奉
、
腰
部
、
雀
靭
、
雀
環
、
雀
賓
-
韮
烈
、
楊
修
、

劉
陶
、
張
衡
、
馬
融
、
薬
笛
、
萄
爽
、
笥
悦
、
李
園
、
延
篤
、

慮
植
、
皇
甫
規
、
張
集
、
孔
融
、
社
篤
、
王
陸
、
夏
恭
、
夏

牙
、
傍
毅
、
黄
香
、
劉
毅
、
李
尤
、
李
勝
、
蘇
順
、
曹
衆
、

曹
湖
、
劉
珍
、
葛
襲
、
主
逸
、
雀
璃
、
謹
詔
、
張
升
、
趨
壷
、

侯
瑳
、
張
超
、
班
昭
、
共
凡
一
百
十
字
。

沈
(
彫
)
氏
日
く
、

救
文
格
論
、
此
の
下
に
北
海
の
王
睦
、
臨
邑
の
侯
子
、

胸
験
、
鴻
街
、
曹
襲
、
鄭
玄
、
買
達
、
班
彪
、
班
困
、

朱
穆
、
胡
属
、
臆
奉
、
際
助
、
佳
職
、
崖
理
、
崖
買
、

崖
烈
、
楊
筒
、
劉
陶
、
張
衡
、
馬
融
、
薬
畠
、
萄
爽
、
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萄
悦
、
李
園
、
延
篤
、
慮
植
、
皇
甫
規
1

張
集
、
孔
融
、

杜
篤
、
王
隆
、
夏
恭
、
夏
牙
、
侍
毅
、
黄
香
、
劉
毅
、

李
尤
、
李
勝
、
蘇
順
、
曹
衆
、
曹
湖
、
劉
珍
、
葛
襲
、

王
逸
、
崖
碕
、
遺
留
、
張
升
、
趨
萱
、
侯
理
、
張
超
、

班
昭
ら
(
全
五
十
一
人
の
名
)
共
に
凡
そ
一
百
十
{
圭
旬

り
、
と
。

補
げ

3
、
揚
氏
目
、
悪
施
多
方
、
其
書
五
章
、
牢
必
皆
其
自
作

楊
氏
日
く
、
恵
施
多
方
に
し
て
、
其
の
書
五
車
な
る
も
、

必
ず
し
も
皆
な
其
の
自
作
に
は
非
る
な
り
、
と
。

「文学部紀要」文教大学文学部第17・1号

4
、
組
氏
目
、
梁
武
帝
作
通
史
六
百
巻
、
金
海
三
十
巻
、
制
旨
1

孝
鰹
、
周
易
、
毛
詩
、
尚
書
、
春
秋
、
中
庸
、
孔
子
正
吉
田
等

講
疏
ニ
百
蝕
巻
、
吉
凶
軍
賓
嘉
五
謹
一
千
鶴
巻
、
賛
序
詔
詰

等
文
一
百
二
十
巻
、
悌
纏
義
記
数
百
巻
、
金
策
三
十
巻
。

簡
文
帝
譲
昭
明
太
子
侍
五
巻
、
諸
王
侍
三
十
巻
、
櫨
大
義

二
十
巻
、
老
子
義
二
十
巻
、
荘
子
義
二
十
巻
、
長
春
義
記
一

百
巻
、
法
費
連
壁
三
百
巻
。

元
帝
著
孝
徳
忠
臣
傍
各
三
十
巻
、
丹
陽
罪
傍
十
巻
、
注
漢

窪
田
一
百
十
五
巻
、
周
易
講
十
巻
、
内
典
博
要
百
巻
、
連
山
三

十
巻
、
調
林
三
十
巻
、
玉
語
、
金
楼
子
、
補
闘
子
各
十
巻
、

老
子
疏
四
巻
、
憤
奮
傍
ニ
巷
、
古
今
同
姓
名
録
一
巻
、
式
賛

三
巻
、
文
集
五
十
巻
。
此
帝
王
著
述
之
最
富
者
也
。

晋
葛
稚
川
著
書
六
百
鶴
巻
。

宋
築
史
著
貢
翠
事
二
十
巻
、
登
科
記
三
十
巻
、
題
解
ニ
十

巻
、
唐
登
科
文
選
五
十
巻
、
孝
弟
録
二
十
巻
、
康
孝
億
五
十

巻
、
組
仙
記
一
百
四
十
巻
、
太
平
重
字
記
ニ
百
巻
、
綿
記
侍

坐
知
天
下
記
四
十
巻
、
商
煩
雑
録
二
十
巻
、
廃
卓
異
記
二
十

巻
、
諸
仙
傍
二
十
五
巻
。

宋
斉
邸
文
傍
十
三
巻
、
杏
園
集
十
巻
、
李
白
別
集
十
巻
、

神
仙
宮
殿
窟
宅
記
十
巻
、
掌
上
華
夷
圃
一
巻
、
又
綿
己
作
矯

仙
洞
集
百
巻
。

周
必
大
著
書
八
十
一
種
、
文
有
平
園
集
ニ
百
巻
、
李
心
傍

有
高
宗
繋
年
録
二
百
巻
、
事
易
縞
五
巻
、
諦
詩
訓
五
巻
、
春

秋
考
十
三
巻
、
謹
二
十
三
巻
、
讃
史
考
十
二
巻
、
奮
文
謹
誤

十
五
巻
、
朝
野
雑
記
四
十
巻
、
道
命
録
五
巻
、
西
陸
秦
定
録

九
十
巻
、
緋
南
遷
録
一
巻
、
詩
文
一
百
巻
、

李
需
作
長
繍
九
百
七
十
八
巻
、
綿
目
玉
巻
、
易
事
五
巻
、

春
秋
皐
十
巻
、
五
経
傍
授
、
尚
書
百
篇
園
、
大
傍
雑
説
各
一

巻
、
七
十
二
子
名
籍
各
一
巻
、
文
集
五
十
巻
、
秦
議
三
+
巻
、

四
朝
史
稿
五
十
巻
、
通
論
十
巻
、
南
北
通
守
録
三
十
巻
、
七

-85ー
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十
ニ
侯
園
、
問
潜
新
傍
、
弁
詩
語
各
三
巻
、
歴
代
宰
相
年
表
、

唐
宰
相
語
、
江
左
方
鎮
年
表
、
晋
司
馬
氏
本
支
、
宋
費
梁
本

支
、
王
謝
世
表
、
五
代
将
相
年
表
、
合
篇
四
十
一
巻
、

王
慮
麟
有
深
寧
集
一
百
巻
、
玉
堂
類
稿
二
十
三
巻
、
披
垣

類
稿
ニ
十
二
巻
、
詩
考
五
巻
、
地
理
考
五
巻
、
漢
喜
文
志
考

詮
十
巻
、
通
鑑
地
理
考
一
百
巻
、
通
鑑
地
理
通
樟
十
六
巻
、

通
鑑
筈
問
四
巻
、
困
皐
紀
聞
二
十
巻
、
蒙
訓
七
十
巻
、
集
解

践
昨
篇
、
補
注
急
就
篇
六
巻
、
補
注
玉
曾
篇
、
小
皐
紺
珠
十

巻
、
玉
海
ニ
百
巻
、
調
皐
指
南
四
巻
、
調
費
題
苑
四
十
巻
、

筆
海
四
十
巻
、
姓
氏
急
就
篇
六
巻
、
漢
制
考
四
巻
、
六
経
天

文
六
巻
、
小
皐
調
詠
四
巻
、

此
文
人
著
述
之
最
富
者
也
。

-84ー
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『日知録集稗』註釈

趨
氏
日
く
、

梁
の
武
帝
、
通
史
六
百
巻
・
金
海
三
十
巻
を
作
り
、

孝
経
・
周
易
・
毛
詩
・
問
書
・
春
秋
・
中
庸
・
孔
子
正

言
な
ど
の
講
疏
二
百
余
巻
、
吉
凶
軍
賓
嘉
五
礼
一
千
余

巻
、
費
序
詔
詰
な
ど
の
文
一
百
二
十
巻
、
働
経
義
記
数

百
巻
、
金
策
三
十
巻
を
制
旨
す
。

簡
文
帝
、
昭
明
太
子
伝
五
巻
、
諸
王
伝
三
十
巻
、
礼

大
義
二
十
巻
、
老
子
義
二
十
巻
、
荘
子
義
二
十
巻
、
長

春
義
記
一
百
巻
、
法
宝
連
壁
三
百
巻
を
諜
す
。

元
帝
、
孝
徳
忠
臣
伝
各
三
十
巻
、
丹
陽
芦
伝
十
巻
、

注
漢
書
一
百
十
五
巻
、
周
易
講
十
巻
、
内
典
博
要
百
巻
、

連
山
三
十
巻
、
調
林
三
十
巻
、
玉
輯
・
金
楼
子
・
補
闘

子
各
十
巻
、
老
子
疏
四
巻
、
懐
旧
伝
二
巻
、
古
今
同
姓

名
録
一
巻
、
式
費
三
巻
、
文
集
五
十
巻
を
著
は
す
。
此

ha
隠

れ
帝
王
著
述
の
最
も
富
き
者
な
り
。

晋
の
葛
稚
川
、
書
六
百
余
巻
を
著
は
す
。

宋
の
楽
史
、
貢
挙
事
二
十
巻
、
登
科
記
三
十
巻
、
題

解
二
十
巻
、
唐
登
科
文
選
五
十
巻
、
孝
弟
録
二
十
巻
、

広
孝
伝
五
十
巻
、
総
仙
記
一
百
四
十
巻
、
太
平
賓
字
記

二
百
巻
、
総
記
伝
坐
知
天
下
記
四
十
巻
、
商
頒
雑
録
二

十
巻
、
広
卓
異
記
二
十
巻
、
諸
仙
伝
二
十
五
巻
を
著
は

す。
宋
斉
郎
に
文
伝
十
三
巻
、
杏
園
集
十
巻
、
李
白
別
集

十
巻
、
神
仙
宮
殿
窟
宅
記
十
巻
、
掌
上
華
夷
図
一
巻
あ

り
、
又
た
己
が
作
を
編
み
て
仙
調
集
百
巻
と
為
す
。

周
必
大
、
書
八
十
一
種
を
著
は
し
、
又
た
平
園
集
二

百
巻
、
李
心
伝
有
高
宗
繋
年
録
二
百
巻
、
学
易
篇
五
巻
、
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調
詩
訓
五
巻
、
春
秋
考
十
三
巻
、
檀
二
十
三
巻
、
読
史

考
十
二
巻
、
旧
聞
証
誤
十
五
巻
、
朝
野
雑
記
四
十
巻
、

道
命
録
五
巻
、
西
陸
泰
定
録
九
十
巻
、
弁
南
選
録
一
巻
、

詩
文
一
百
巻
有
り
。

李
薫
、
長
編
九
百
七
十
八
巻
、
総
目
五
巻
、
易
学
五

巻
、
春
秋
学
五
巻
、
五
経
伝
授
・
尚
書
百
篇
図
・
大
伝

雑
説
各
一
巻
、
七
十
二
子
名
籍
各
一
巻
、
文
集
五
十
巻
、

奏
議
三
十
巻
、
四
朝
史
稿
五
十
巻
、
通
論
十
巻
、
南
北

通
守
録
三
十
巻
、
七
十
二
候
図
・
陶
漕
新
伝
・
井
詩
譜

各
三
巻
を
作
り
、
歴
代
宰
相
年
表
・
唐
宰
相
譜
・
江
左

方
鎮
年
表
・
晋
司
馬
氏
本
支
・
宋
湾
梁
本
支
・
王
謝
世

表
・
五
代
将
相
年
表
な
ど
を
合
は
せ
て
四
十
一
巻
と
為

す。
王
臆
麟
に
深
寧
集
一
百
巻
、
玉
堂
類
稿
二
十
三
巻
、

披
垣
類
稿
二
十
二
巻
、
詩
考
五
巻
、
地
理
考
五
巻
、
漢

芸
文
志
考
証
十
巻
、
通
鑑
地
理
考
一
百
巻
、
通
鑑
地
理

通
釈
十
六
巻
、
通
鑑
答
問
四
巻
、
困
学
紀
聞
二
十
巻
、

蒙
訓
七
十
巻
、
集
解
践
酢
篇
、
補
注
急
就
篇
六
巻
、
補

注
玉
会
篇
・
小
学
紺
珠
十
巻
、
玉
海
二
百
巻
、
調
学
指

南
四
巻
、
調
学
題
苑
四
十
巻
、
筆
海
四
十
巻
、
姓
氏
急

就
篇
六
巻
、
漢
制
考
四
巻
、
六
経
天
文
六
巻
、
小
学
識

詠
四
巻
有
り
。

此
れ
文
人
著
述
の
最
も
富
き
者
な
り
、
と
。

【
註
釈
者
に
よ
る
補
注
】

ー
、
ニ
漢
文
人
表
面
上
は
前
漢
の
董
仲
野
以
下
、
後
漢
の
王

睦
以
下
を
指
し
な
が
ら
、
実
は
い
わ
ゆ
る
唐
宋
八
大
家
お
よ

び
前
明
の
王
学
の
徒
・
古
文
辞
派
の
面
々
の
こ
と
を
強
く
意

識
し
た
措
辞
で
あ
る
。
顧
炎
武
の
詩
文
に
は
「
文
人
」
の
語

が
頻
出
す
る
。
こ
の
『
日
知
録
』
に
も
「
文
人
之
多
」
「
文

人
模
倣
之
病
」
「
文
人
求
古
之
病
」
な
ど
と
い
っ
た
標
題
が

認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
「
文
人
」
は
総
じ
て
否
定
的
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
侃
び
て
い
る
。
今
、
そ
の
や
や
露
骨
な
例
と
し
て

「
輿
人
書
十
八
」
(
『
亭
林
文
集
』
巻
四
)
を
引
け
ば
、
「
宋

史
言
、
劉
忠
粛
毎
戒
子
弟
日
、
士
嘗
以
器
識
属
先
、
一
命
属

文
人
、
無
足
観
失
、
僕
自
一
讃
此
言
、
便
絶
膝
酬
文
字
、
所

以
養
其
器
識
而
不
堕
於
文
人
也
〔
H

宋
史
に
劉
中
詣
公
(
劉

撃
)
が
つ
ね
に
子
弟
を
戒
め
て
言
わ
れ
た
言
葉
が
載
っ
て
お

り
ま
す
;
士
た
る
者
は
人
格
と
見
識
を
高
め
る
こ
と
を
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第
一
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
も
文
人
な
ど
と
呼
ば

れ
て
し
ま
っ
た
が
最
後
、
ま
と
も
な
相
手
に
は
な
ら
な
い
、

と
。
私
(
顧
炎
武
)
は
こ
れ
を
読
ん
で
、
き
っ
ぱ
り
と
交
際

の
た
め
の
詩
文
を
作
る
こ
と
を
止
め
に
し
ま
し
た
。
お
陰
で

人
格
・
識
見
を
養
う
こ
と
が
で
き
、
文
人
な
ど
に
堕
落
し
な

い
で
済
ん
で
い
ま
す
〕
」
と
臆
面
も
な
い
「
文
人
」
否
定
で

あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
書
翰
の
末
尾
に
は
つ
ぎ
の
よ
う

な
文
言
が
つ
づ
く
、
「
韓
文
公
起
八
代
之
衰
、
若
但
作
原
道
・

原
虫
・
諦
臣
論
・
平
准
西
碑
・
張
中
丞
侍
後
序
諸
篇
、
而
一

切
名
状
、
概
馬
謝
絶
、
則
誠
近
代
之
泰
山
北
斗
失
、
今
猶
未

許
也
」
と
。
韓
愈
は
偉
大
な
「
文
人
」
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、
結
局
、
優
れ
た
「
土
」
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
、
と

言
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
大
胆
か
つ
激
烈
の
議
論
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
顧
炎
武
の
こ
の
発
言
は
、

あ
る
い
は
王
守
仁
『
侍
習
録
』
に
も
と
づ
く
か
も
知
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
同
書
の
第
十
一
条
に
「
愛
問
文
中
子
韓
退
之
、

先
生
日
、
退
之
文
人
之
雄
耳
、
文
中
子
賢
儒
也
、
後
人
徒
以

文
調
之
故
、
推
尊
退
之
、
其
賓
退
之
去
文
中
子
遠
甚
」
と
言

う
の
が
、
あ
る
い
は
顧
炎
式
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
か
も
知
れ

p
h

、。
J
Z
H

‘・lw

『日知録集緯』註釈

2
、
史
於
其
侍
末
毎
云
こ
こ
に
「
史
」
と
言
う
の
は
、
蓋
し

両
『
漢
書
』
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
た
だ
し
沼
陣
『
後
漢
書
』

が
い
わ
ゆ
る
美
文
盛
行
の
機
運
の
中
で
の
産
物
で
あ
る
こ
と
、

こ
の
正
史
が
い
わ
ゆ
る
「
文
苑
伝
」
を
立
て
た
始
め
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

3
、
今
人
著
作
、
則
以
多
篇
富
明
末
清
初
の
頃
の
人
が
言
明
つ

「
今
人
」
と
は
、
普
通
、
北
宋
以
降
の
人
々
を
指
す
が
、
こ

こ
で
は
、
よ
り
直
哉
的
に
前
明
の
「
文
人
」
た
ち
、
す
な
わ

ち
前
後
七
子
(
い
わ
ゆ
る
古
文
辞
派
)
の
面
々
と
そ
の
信
奉

者
た
ち
、
公
安
派
・
寛
陵
派
の
面
々
と
そ
の
信
奉
者
た
ち
、

並
び
に
王
学
の
口
給
者
た
ち
、
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

そ
の
「
今
人
」
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
っ
た
李
費
、
こ
の

顧
炎
武
が
最
も
嫌
っ
た
人
物
の
う
ち
の
一
人
(
『
日
知
録
』
通

行
本
巻
十
八
参
照
)
、
が
述
べ
た
言
は
あ
ま
り
に
名
高
い
;

「
天
下
之
至
文
、
未
有
不
出
於
童
心
罵
者
也
、
奇
童
心
常
存
、

則
道
理
不
行
、
聞
見
不
立
、
無
時
不
文
、
無
人
不
文
、
無
一

様
創
制
僅
格
文
字
而
非
文
者
」
(
『
焚
書
』
巻
三
「
童
心
説
」
)
。

い
わ
ゆ
る
「
童
心
」
を
も
っ
て
各
人
が
自
由
闘
達
に
発
言
す

る
の
こ
そ
「
至
文
」
を
生
む
所
以
な
の
だ
、
と
言
う
の
で
あ

-82ー
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る
。
だ
が
、
顧
炎
武
の
文
章
観
は
、
李
費
の
よ
う
な
奔
放
さ

と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。

宮内保・玉城要

4
、
不
二
十
篇
『
漢
書
』
枚
皐
伝
の
記
述
で
は
「
百
二
十
篇
」

に
作
る
。
こ
の
あ
た
り
、
単
純
な
る
誤
写
と
見
過
し
て
宜
し

い
の
か
否
か
。
何
ら
か
の
窓
意
が
働
い
て
い
そ
う
な
感
じ
が

し
な
い
で
も
な
い
の
だ
が
。

「文学部紀要」文教大学文学部第17・1号

5
、
通
人
頗
識
其
葉
、
是
解
鰹
多
雨
不
必
善
也
「
通
人
頗
識
其

繁
」
は
『
後
漢
書
』
巻
三
十
五
、
鄭
玄
伝
に
見
え
る
語
で
、

「
是
解
鰹
多
而
不
必
善
也
」
な
る
顧
炎
武
の
語
と
合
わ
せ
る

と、
H

(

鄭
玄
の
文
章
も
)
「
通
人
」
か
ら
は
し
ば
し
ば
煩
墳

で
あ
る
と
し
て
非
難
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
「
通
人
」
た
ち

に
係
る
と
、
経
典
解
釈
の
文
章
な
ど
、
多
く
著
述
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
H

と
い
っ
た
所
だ
が
、
本
条
に
引

用
さ
れ
た
こ
の
語
(
「
通
人
頗
識
其
繁
」
)
は
、
原
文
に
お
け

る
場
合
と
の
聞
に
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
感
じ
さ

せ
る
。
す
な
わ
ち
|
|
「
門
人
相
輿
撰
玄
答
諸
弟
子
間
五
鰹
、

依
論
語
作
鄭
志
八
篇
、
凡
玄
所
注
周
易
尚
書
毛
詩
儀
種
種
記

孝
経
尚
書
大
侍
中
候
乾
象
歴
、
又
著
天
文
七
政
論
魯
種
魯
種

融
拾
義
六
聾
論
毛
詩
譜
駁
許
慢
五
鰹
墨
妻
百
臨
孝
存
周
曜
難
、

凡
百
齢
高
言
、
玄
質
於
能
訓
、
通
人
頗
識
其
繁
、
至
於
鰹
侍

治
敦
、
構
局
純
儒
、
旗
門
魯
間
宗
之
〔
H

門
人
た
ち
は
語
ら
い

あ
っ
て
、
弟
子
た
ち
の
五
経
に
関
す
る
質
問
へ
の
鄭
玄
の
回

答
を
集
め
、
『
論
語
』
ふ
う
の
『
鄭
志
』
八
篇
を
編
纂
し
た
。

鄭
玄
が
注
釈
を
加
え
た
凡
て
は
、
『
周
易
』
『
尚
書
』
:

な
ど
で
あ
り
、
そ
の
上
に
『
天
文
七
政
論
』
『
魯
韓
締
拾
義
』

j
i
-
-
・
:
な
ど
凡
て
百
余
万
言
の
著
書
を
も
の
し
て
い
る
。

彼
(
鄭
玄
)
は
、
言
辞
の
解
釈
に
厳
格
で
あ
っ
た
か
ら
、
通
人

か
ら
し
き
り
に
(
文
章
が
)
煩
現
だ
と
非
難
さ
れ
た
が
、
経

学
に
博
く
通
じ
て
い
る
所
か
ら
、
「
純
儒
」
と
称
え
ら
れ
、

湾
魯

(
H
山
東
)
の
あ
た
り
で
は
経
学
の
宗
家
と
み
な
さ
れ

た
と
と
い
う
の
が
引
用
文
を
含
む
前
後
の
原
文
で
あ
っ
て
、

こ
こ
の
「
通
人
頗
識
其
繁
」
に
は
、
鄭
玄
の
業
績
へ
の
非
難

や
否
定
的
見
解
な
ど
む
ろ
ん
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。
本
条
で

も
鄭
玄
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
さ
り
と
て
全

幅
に
讃
美
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

蓋
し
顧
炎
武
は
鄭
玄
停
の
「
論
日
」
に
見
え
る
活
嘩
の

「
鄭
王
父
濠
章
君
毎
考
先
儒
経
訓
、
而
長
於
玄
、
・

(33 ) 
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及
侍
授
生
徒
、
並
専
以
鄭
氏
家
法
云
〔
H

先
考
濠
章
君
(
活

寧
)
は
、
昔
の
儒
者
の
経
書
解
釈
を
比
較
衡
量
し
た
う
え
で
、

鄭
玄
が
優
れ
て
い
る
と
し
、
:
:
:
:
:
:
学
生
に
授
業
す
る
で

さ
え
、
鄭
玄
の
所
説
ば
か
り
採
用
し
て
い
た
と
と
い
っ
た

言
い
種
に
刺
激
さ
れ
て
、
た
と
え
ば
後
年
の
皮
錫
瑞
が
「
漢

撃
至
鄭
君
而
集
大
成
、
於
是
鄭
閏
子
行
数
百
年
、
宋
閏
子
至
朱
子

而
集
大
成
、
於
是
朱
周
子
行
数
百
年
」
(
『
鰹
息
子
歴
史
』
九
鰹

墜
積
衰
時
代
)
と
言
っ
た
の
と
同
様
の
、
あ
る
種
の
感
慨
を

も
っ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
「
鄭
撃
」
「
朱
翠
」

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
「
王
墜
」
、
こ
の
、
顧
炎
武
が
最

も
唾
棄
し
た
一
派
の
こ
と
が
こ
の
と
き
想
起
さ
れ
た
と
し
て

も
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
。

と
ま
れ
、
顧
炎
武
の
か
よ
う
な
、
い
わ
ば
窓
意
的
な
引
用

は
他
処
に
も
散
見
さ
れ
る
所
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば

後
学
に
よ
る
経
学
研
究
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
。

さ
し
ず
め
本
条
な
ど
は
、
『
鰹
翠
歴
史
』
五
、
鰹
周
子
中
衰
時

代
で
の
鄭
玄
評
価
に
微
妙
に
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

『臼知録集稗』註釈

6
、
秦
延
君
案
典
:
:
:
三
万
言

秦
延
君
と
は
秦
恭
の
こ
と
。

張
山
刑
ら
と
と
も
に
、
小
夏
侯
す
な
わ
ち
夏
侯
建
の
門
下
生

で
、
師
の
家
法
た
る
『
尚
書
』
学
を
祖
述
し
、
師
の
遺
説
を

百
万
言
に
ま
で
敷
街
し
た
こ
と
で
有
名
。
「
説
桑
典
」
云
々

は
、
『
漢
書
』
華
文
志
と
そ
の
顔
師
古
注
に
見
え
る
語
で
あ

る
。
ニ
=
守
つ
、
「
後
世
鰹
侍
既
己
事
離
博
学
者
又
不
思
多
聞
闘

疑
之
義
、
而
務
砕
義
逃
難
、
便
鮮
巧
説
、
破
壊
形
瞳
、
説
五

字
之
文
、
至
於
二
三
一
真
言
〔
日
後
世
、
経
と
伝
と
が
離
れ
一
帯

い
て
し
ま
う
と
、
博
学
の
士
ま
で
が
「
多
く
聞
き
て
疑
わ
し

き
を
欠
く
」
(
『
論
語
』
為
政
)
の
精
神
を
失
い
、
く
だ
く
だ

し
い
解
釈
を
す
る
こ
と
で
、
人
か
ら
非
難
さ
れ
る
の
を
避
け

よ
う
と
努
め
、
上
手
い
言
い
回
し
を
振
り
か
ざ
し
て
表
現
様

式
を
崩
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
あ
り
さ
ま
で
、
た
か
だ
か
五

字
ば
か
り
の
文
を
説
く
の
に
二
、
一
二
万
言
を
費
す
ま
で
に
な
っ

た
〕
」
と
。
そ
う
し
て
、
こ
こ
へ
の
顔
師
古
注
に
、
三
一
口
其
煩

妄
也
、
桓
語
新
論
云
、
秦
近
君
能
説
亮
典
、
篇
目
雨
字
之
説
、

至
十
齢
寓
号
一
口
、
但
説
日
若
稽
古
、
一
二
高
言
」
と
言
う
。

秦
延
君
恭
の
よ
う
な
人
物
の
存
在
は
、
前
漢
末
か
ら
後
漢

に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
皮
錫
瑞
の
所
謂
「
漢
学
が
鄭
学
へ
と

集
大
成
さ
れ
て
い
く
」
過
程
で
、
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど
に
認

め
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
こ
れ
も
「
鰹
侍
既
己
恭
離
、
博

-80ー
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学
者
又
不
思
多
聞
闘
疑
之
義
」
(
補
注
5
参
昭
ヲ
」
と
に
因
る
、

と
い
う
の
が
、
蓋
し
顧
炎
武
の
解
釈
な
の
で
あ
り
、
主
張
な

の
で
あ
ろ
う
。

宮内保・玉城要

7
、
顔
之
推
:
:
:
郵
下
諺
『
顔
氏
家
訓
』
勉
撃
第
八
に
収
め

ら
れ
た
話
柄
(
笑
話
)
で
あ
る
。
舌
?
っ
、
「
如
此
諸
賢
、
故

爵
上
品
、
以
外
率
多
田
里
閑
人
、
音
僻
部
随
、
風
操
蛍
拙
、

相
輿
専
園
、
無
所
堪
能
、
問
一
言
瓢
酬
数
百
、
責
其
指
鶴
、

或
無
要
舎
、
期
下
諺
云
、
博
士
買
瞳
、
書
券
三
紙
、
未
有
腫

字
、
使
汝
以
此
爵
師
、
令
人
気
塞
〔
H
(
近
頃
、
期
の
京
に

集
ま
る
学
者
先
生
た
ち
の
う
ち
)
こ
れ
ら
の
賢
者
た
ち
は
も

と
も
と
洗
練
さ
れ
た
第
一
級
の
人
物
だ
け
れ
ど
、
片
や
大
抵

の
連
中
と
き
た
日
に
は
、
田
舎
育
ち
の
閑
人
で
、
言
葉
遣
い

も
粗
野
な
ら
、
立
ち
居
振
る
舞
い
に
も
無
頓
着
。
申
し
合
わ

せ
た
よ
う
に
独
り
よ
が
り
の
頑
固
者
。
こ
れ
と
い
っ
た
取
り

柄
も
な
い
と
き
て
い
る
。
(
こ
の
手
合
い
に
か
ぎ
っ
て
、
こ
っ

ち
が
)
一
言
で
も
質
問
し
よ
う
も
の
な
ら
、
待
っ
て
ま
し
た

と
ば
か
り
に
、
百
万
言
を
返
し
て
よ
こ
す
。
要
点
を
問
い
た

だ
し
た
と
こ
ろ
で
、
決
ま
っ
て
不
得
要
領
だ
。
だ
か
ら
謂
下

に
は
諺
が
で
き
て
い
て
、
ぷ
子
者
が
瞳
馬
を
買
う
時
に
や
、

「文学部紀要」文教大学文学部第17-1号

約
定
手
形
を
な
が
な
が
書
い
た
と
て
、
騎
馬
の
ろ
の
字
の
言

い
だ
さ
ぬ
H

な
ど
と
と
言
っ
て
い
る
。
(
わ
が
子
よ
孫
た
ち

ょ
)
お
前
ら
は
こ
の
て
の
先
生
を
家
庭
教
師
に
で
も
択
ん
だ

が
最
後
、
生
気
を
抜
か
れ
る
羽
田
に
な
る
だ
ろ
う
〕
」
と
。

北
貌
鮮
卑
族
の
流
れ
を
く
む
王
朝
北
賓
の
王
城
端
都
で
、

漢
代
以
来
の
経
術
に
愚
か
れ
た
士
人
・
貴
族
た
ち
が
、
日
常

的
に
繰
り
返
す
愚
行
の
数
数
。
南
朝
梁
の
洗
練
さ
れ
た
貴
族

文
化
の
中
で
生
い
た
っ
た
顔
之
推
の
眼
に
、
こ
の
後
進
国
家

の
イ
ン
テ
リ
た
ち
の
言
動
は
珍
妙
と
い
う
の
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
も
の
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
誠
実
な
南
方
貴
族

が
、
日
頃
の
生
真
面
目
さ
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、
北
朝
人
士

の
生
態
を
誇
強
し
榔
撤
し
て
描
い
た
所
に
、
彼
の
感
情
が
と

く
と
窺
え
る
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
感
情
は
引
用
者
顧
炎
武

の
感
情
で
も
あ
る
の
だ
。
|
|
六
朝
末
期
に
お
け
る
、
か
く

も
深
刻
な
知
性
の
荒
廃
ぷ
り
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
秦
延
君
に

見
ら
れ
た
ば
か
ば
か
し
さ
や
鄭
玄
に
よ
る
仰
々
し
さ
、
そ
う

し
た
事
態
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
と
。

79 
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8
、
文
以
少
而
盛
、
以
多
而
衰
例
え
ば
『
老
子
』
通
行
本
第

五
章
の
「
多
言
数
窮
、
不
知
守
中
」
に
河
上
公
は
「
多
事
害



〔第四回〕下

神
、
多
言
害
身
」
と
注
す
る
。
多
言
・
繁
文
へ
の
戒
め
で
あ
っ

て
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
秦
恭
の
例
、
鄭
玄
の
例
に
つ
い
て

見
て
き
た
。
繁
文
に
対
す
る
批
判
は
王
守
仁
『
侍
習
録
』
に

も
認
め
ら
れ
る
所
で
、
「
春
秋
以
来
、
繁
文
盆
盛
、
天
下
盆

組
、
始
皇
焚
書
、

j
i
-
-
:
・
若
世
田
時
志
在
明
道
、
其
諸
反
鰹

叛
理
之
説
、
悉
取
市
焚
之
、
亦
正
暗
合
剛
述
之
意
。
自
秦
漢

以
来
、
文
又
日
盛
、
若
欲
壷
去
之
、
断
不
能
去
」
云
云
と
言

う
。
こ
れ
な
ど
も
恐
ら
く
は
顧
炎
武
の
深
く
共
鳴
し
た
所
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。

『日知録集稗』註釈

9
、
記
日
:
:
:
枝
葉
『
稽
記
』
表
記
に
「
子
日
、
君
子
不
以

解
蓋
人
、
故
天
下
有
道
、
則
行
有
枝
葉
、
天
下
無
道
、
則
齢

有
枝
葉
〔
H
孔
子
の
言
わ
れ
る
よ
う
、
君
子
は
、
言
葉
だ
け

ひ

と

で
他
人
を
知
り
尽
せ
る
、
な
ど
と
は
考
え
な
い
。
そ
れ
と
い

う
の
も
、
天
下
に
道
が
行
わ
れ
て
い
る
時
、
他
人
の
行
動
に

は
(
樹
木
の
幹
か
ら
出
る
)
枝
葉
の
よ
う
な
飾
り
(
雅
美
)

が
備
わ
る
も
の
だ
し
、
天
下
に
道
が
行
わ
れ
て
い
な
い
時
、

他
人
の
言
葉
に
は
枝
葉
の
よ
う
な
飾
り
(
虚
言
)
が
つ
き
ま

と
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
と
と
あ
り
、
こ
の
部
分
に
鄭
玄

に
よ
る
次
の
よ
う
な
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
行
ひ
に
枝
葉
有
る
は
、
徳
を
益
す
所
以
な
り
。
言
に
枝
葉

お
ほ

有
る
は
、
是
れ
虚
栄
衆
き
な
り
。
枝
葉
は
幹
に
依
り
て
生
じ
、

言
行
も
亦
た
礼
由
り
出
づ
」
と
鄭
玄
は
解
し
て
み
せ
る
。
か

く
見
て
く
れ
ば
、
顧
炎
武
が
こ
の
文
言
を
引
い
た
こ
と
の
意

味
は
、
す
で
に
明
白
で
あ
る
。

叩
、
桓
語
新
論
も
と
二
十
九
篇
あ
っ
た
の
が
侠
わ
れ
て
、
ぃ

ま
《
四
部
備
要
》
に
琴
道
篇
の
み
が
牧
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
残
巻
に
辛
う
じ
て
「
秦
近
君
能
説
発
典
篇
目
、
雨
{
平
之
説
、

至
十
鈴
高
言
、
但
説
日
若
稽
古
三
寓
一
士
一
己
な
る
文
字
が
見
え
、

孫
鴻
翼
が
「
漢
書
注
向
上
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
『
漢
書
』

巻
三
十
塾
文
志
の
「
説
五
字
之
文
、
至
於
二
三
蕊
言
」
の
注

記
に
「
師
古
日
、
一
言
其
煩
妄
言
也
、
桓
讃
新
論
云
、
秦
近
君

能
説
桑
典
、
篇
目
雨
字
之
説
、
至
十
寓
言
、
但
説
日
若
稽
古
、

一
二
寓
舌
己
と
あ
り
、
顧
炎
武
の
引
用
と
は
若
干
異
な
る
。

-78ー
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円
、
陸
滋
詩

律
に
言
う
、

束
髪
論
交
一
世
豪

暮
年
慌
伴
困
蓬
嵩

『
剣
南
詩
稿
』
巻
十
八
所
収
の
「
讃
書
」
詩
七



宮内保・玉城要

文
僻
博
士
書
瞳
券

職
事
参
軍
判
馬
曹

病
裏
猶
須
看
周
易

酔
中
亦
復
讃
離
騒

若
箆
可
奈
功
名
念

試
寛
井
州
快
男
万

束
髪
よ
り
論
交
す
一
世
の
豪
と

暮
年
に
は
慌
体
し
て
蓬
藁
に
困
し
む

文
辞
は
博
士
瞳
券
を
書
し

職
事
は
参
軍
馬
曹
を
判
つ

病
裏
猶
ほ
須
く
周
易
を
看
る
べ
く

酔
中
亦
た
復
た
離
騒
を
読
む

若
し
功
名
の
念
を
奈
す
可
き
と
為
さ
ん

試
み
に
井
州
快
男
の
万
を
寛
め
よ

と
。
|
|
早
熟
の
神
童
な
ど
と
誉
め
そ
や
さ
れ
た
身
が
、
今

や
往
年
の
面
影
す
ら
な
い
ま
で
に
落
醜
し
て
し
ま
い
、
頓
狂

な
行
為
ば
か
り
を
重
ね
て
い
る
。
そ
れ
で
も
気
位
だ
け
は
失

わ
ず
、
病
気
に
な
ろ
う
が
酔
い
痴
れ
よ
う
が
、
習
い
性
と
な
っ

た
読
書
だ
け
は
欠
か
せ
な
く
て
、
今
で
も
易
経
や
楚
辞
に
手

を
伸
す
。
そ
ん
な
に
も
功
名
へ
の
執
着
が
断
ち
切
れ
な
い
の

「文学部紀要」文教大学文学部第17・1号

な
ら
、
い
っ
そ
井
州
産
の
切
れ
も
の
で
も
探
し
て
パ
ッ
サ
リ

や
っ
て
も
ら
う
が
い
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
(
「
井
州
快
男

万
」
の
典
故
に
つ
い
て
は
今
ふ
れ
な
い
。
)
北
方
遊
牧
民
の

脅
威
も
知
ら
ぬ
げ
に
、
ま
た
経
世
済
民
の
使
命
も
忘
れ
は
て

て
、
た
だ
闇
雲
に
仕
宣
・
功
名
の
夢
を
追
い
求
め
る
こ
の
士

人
は
、
『
顔
氏
家
訓
』
勉
学
に
登
場
す
る
人
物
そ
の
ま
ま
で

あ
る
。
無
慮
六
世
紀
を
隔
て
た
南
北
朝
と
南
宋
王
朝
と
、
だ

が
あ
ま
り
に
酷
似
し
た
両
者
の
状
況
は
、
読
者
の
敵
慌
心
を

煽
り
悲
憤
さ
せ
る
と
と
も
に
、
傍
ら
伺
や
ら
絶
望
的
で
す
ら

あ
る
。か
く
、
顧
炎
武
自
身
に
よ
る
こ
の
注
記
が
果
た
す
効
用
は
、

ま
こ
と
に
絶
妙
と
言
う
ほ
か
な
い
。
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ロ
、
恵
施
五
車
『
荘
子
』
天
下
篇
に
名
家
を
代
表
し
た
人
物
・

恵
施
の
こ
と
が
詳
細
に
載
せ
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
恵
施
多

方
、
其
書
五
車
、
其
道
舛
駁
、
其
言
也
不
中
」
云
々
と
紹
介

さ
れ
、
や
が
て
手
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
『
萄
子
』
非

十
二
子
篇
に
お
い
て
も
論
難
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
す
で
に

案
内
の
知
く
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
、
例
え
ば
「
聞
一
言
以
貫

高
物
、
謂
之
知
道
、
多
言
而
不
首
、
不
如
其
寡
也
〔
H

一
言
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を
耳
に
し
た
だ
け
で
万
物
に
通
じ
る
、
そ
れ
で
こ
そ
道
を
理

解
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
反
し
て
、

言
葉
を
い
く
ら
重
ね
て
も
的
を
射
る
こ
と
が
な
い
と
な
る
と
、

い
っ
そ
寡
黙
で
あ
る
方
が
よ
い
〕
」
(
『
管
子
』
戒
第
内
言
九
)

あ
る
い
は
「
心
都
子
日
、
大
道
以
多
岐
亡
羊
、
撃
者
以
多
方

喪
生
」
(
『
列
子
』
説
符
)
と
い
う
の
な
ど
が
、
顧
炎
武
の
年

来
の
主
張
で
あ
り
、
恵
施
の
「
多
一
吉
」
の
知
き
は
ま
さ
に
唾

棄
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

『臼知録集縛』註釈

問
、
所
謂
難
多
亦
案
以
篇
『
論
語
』
子
路
の
中
の
著
名
な
一

条
「
子
日
、
調
詩
三
百
、
授
之
以
政
、
不
達
、
云
云
」
の
末

句
を
引
く
こ
と
で
六
朝
の
美
文
を
、
及
び
い
わ
ゆ
る
寛
陵
体

を
、
痛
罵
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
興
人
二
十
五
」
(
『
亭
林

文
集
』
巻
四
)
に
も
「
君
子
之
馬
事
、
以
明
道
也
、
以
救
世

也
、
徒
以
詩
文
而
己
、
所
謂
離
轟
筆
刻
、
亦
何
盆
哉
、
某
自

五
十
以
後
、
篤
志
鰹
史
、

-
-
j
i
-
-
別
著
日
知
録
、
:
・

以
瞬
斯
世
於
治
古
之
隆
、
而
未
敢
局
今
人
道
也
〔
H

君
子
に

よ
る
学
聞
は
、
道
を
明
め
る
た
め
の
営
為
な
の
で
あ
り
、
世

を
救
う
た
め
の
所
業
な
の
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
詩
文
を
作
る

た
め
の
学
問
な
ら
、
そ
れ
は
所
詮
い
わ
ゆ
る
離
轟
纂
刻
つ
ま

り
言
葉
遊
び
を
す
る
た
め
の
所
為
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま

し
て
、
い
っ
た
い
(
世
の
た
め
に
)
何
ほ
ど
役
立
ち
ま
し
ょ

う
か
。
私
は
五
十
歳
を
越
え
て
か
ら
、
深
く
経
学
と
史
学
と

に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
(
そ
れ
ぞ
れ
の
専
著
の

外
に
)
『
臼
知
録
』
を
も
著
わ
し
、

-
-
j
i
-
-
:
(
こ
れ
ら
の

諸
著
を
)
も
っ
て
こ
の
現
実
を
古
代
の
治
世
の
隆
盛
に
ま
で

登
り
つ
か
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
当
今
の
人
々

の
た
め
だ
け
の
発
言
を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〕
」

問
、
今
之
文
集
奥
今
之
時
事
個
人
の
い
わ
ゆ
る
専
集
と
帖
括

文
・
八
股
文
の
模
範
文
集
を
い
う
。
明
代
は
、
商
業
資
本
の

蓄
積
に
因
る
、
文
芸
大
衆
化
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、

膨
大
な
数
量
の
個
人
専
集
が
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の

事
柄
に
属
す
る
。
ま
た
、
明
末
の
李
費
が
「
一
代
有
一
代
文

章
」
と
し
て
、
た
と
え
ば
八
股
文
を
以
て
「
有
明
一
代
之
文

章
」
と
見
な
し
た
(
『
蔵
書
』
雑
説
)
、
な
ど
の
こ
と
も
文
芸

大
衆
化
が
も
た
=
り
し
た
事
象
に
外
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
動
向
・
状
況
に
対
し
て
、
例
え
ば
閤
若
竣
は
、

「
三
百
年
文
章
撃
問
不
能
直
追
配
唐
宋
及
元
者
、
八
股
時
文

書
之
也
」
と
言
い
、
顧
炎
武
も
ま
た
、
「
某
君
欲
自
刻
其
文
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集
以
求
名
於
世
、
此
如
人
之
失
足
而
墜
、
若
更
属
之
序
、
宣

不
猶
之
下
石
乎
〔
H
某
君
は
、
自
身
の
文
集
を
自
費
出
版
し

て
世
に
名
声
を
得
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、

足
を
踏
み
は
ず
し
て
井
戸
に
墜
ち
る
よ
う
な
も
の
で
、
間
違
っ

て
い
ま
す
。
も
し
こ
の
上
、
そ
の
文
集
に
序
文
を
書
い
て
や

る
と
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
墜
ち
た
人
に
石
を
投
げ
て
や
る

よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ご
と
言
う
(
『
亭
林
文
集
』

巻
四
「
輿
人
書
二
十
」
)
。
蓋
し
楊
氏
は
こ
う
し
た
顧
氏
の
言

に
酪
酌
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「文学部紀要」文教大学文学部第17・1号

問
、
不
桂
雑
催
爆
、
将
伊
子
何
底
時
代
の
「
文
学
」
状
況
に

対
す
る
顧
炎
武
の
嫌
悪
感
を
、
楊
寧
な
り
に
受
け
止
め
た
、

本
条
第
一
段
へ
の
い
わ
ば
評
語
で
あ
る
。

「
位
雑
握
焼
」
は
、
元
来
、
激
し
い
憤
り
か
ら
物
を
粉
々
に

砕
き
焼
き
捨
て
る
行
為
で
、
古
楽
府
「
有
所
思
」
(
『
築
府
詩

集
』
巻
十
六
、
鼓
吹
曲
辞
一
所
収
)
第
二
節
に
「
聞
君
有
他

心
、
位
雑
擢
焼
之
。
擢
焼
之
、
首
悶
窃
其
灰
。
従
今
以
往
、

勿
復
相
思
。
相
思
輿
君
絶
〔
H
聞
く
、
君
に
他
心
有
り
と
、

位
雑
し
て
之
を
擢
き
焼
か
ん
。
之
を
握
き
焼
き
て
、
風
に
当

て
其
の
灰
を
揚
げ
ん
。
今
従
り
以
往
は
、
復
た
相
ひ
思
ふ
勿

け
ん
。
相
ひ
思
ふ
と
も
君
と
は
絶
た
ん
〕
」
と
歌
わ
れ
て
い

る
。
が
、
こ
こ
で
は
、
就
中
「
世
雑
」
は
、
詩
賦
文
章
の
字

用
事
が
乱
雑
雑
駁
で
脈
絡
が
な
い
こ
と
の
曹
え
、
と
解
し
て

お
く
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
蘇
献
の
「
書
位
雑
饗
」
な
る
序

文
(
と
言
う
よ
り
も
寧
ろ
戯
文
)
に
「
司
馬
長
卿
作
大
人
眠
、

武
帝
寛
之
、
瓢
調
然
有
凌
雲
之
気
。
近
時
事
者
作
位
雑
嬰
、

使
自
謂
長
卿
。
長
卿
固
不
汝
噴
、
但
恐
覧
者
渇
睡
落
林
、

難
以
凌
寄
耳
」
(
『
蘇
拭
文
集
』
巻
六
十
六
)
と
あ
る
う
ち
の

「
桂
雑
費
」
な
ど
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。

「
伊
子
何
底
」
は
『
毛
詩
』
小
雅
、
節
南
山
之
什
「
小
吏
」

第
二
章
に
「
謀
之
不
眠
、
則
具
是
依
。
我
視
謀
猶
、
伊
子
胡

よ

底
〔
H
之
を
戚
か
ら
ざ
る
に
謀
り
、
則
ち
具
に
是
れ
依
る
。

い

づ

〈

い

た

我
れ
猶
を
謀
る
を
視
る
に
、
伊
れ
子
き
て
胡
に
か
底
ら
ん

と
す
る
ご
と
あ
る
の
に
由
る
。
将
来
へ
の
見
通
し
が
立
た

な
い
不
安
感
、
そ
れ
を
表
す
語
で
あ
る
。
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問
、
救
文
格
論
顧
炎
武
の
随
筆
集
の
一
で
、
全
一
巻
か
ら
成

る
。
元
来
、
呉
震
方
編
の
紀
行
文
集
・
随
筆
文
集
た
る
『
説

鈴
』
(
康
照
四
十
四
年
、
一
七

O
五
年
刊
行
)
前
集
第
六
聞

に
『
雑
録
』
一
巻
と
と
も
に
収
録
さ
れ
た
。
通
行
本
『
日
知



〔第四回〕下

録
』
の
主
と
し
て
巻
二
十
所
収
の
数
条
が
(
「
論
史
家
之
誤
」

「
論
古
人
不
以
甲
子
名
歳
」
「
論
史
家
追
紀
日
月
法
」
「
論
古

人
必
以
日
月
繋
年
」
「
論
史
書
一
年
両
競
」
等
々
)
重
複
す

る
所
か
ら
、
こ
れ
ら
の
条
々
は
『
日
知
録
』
か
ら
の
転
載
剰

縞
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
も
し
た
が
、
す
で
に
『
四
庫
提
置

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
日
知
録
』
の
印
行
以
前
か
ら

す
で
に
別
行
さ
れ
て
い
た
、
と
見
る
の
が
宜
し
い
。
す
な
わ

ち
、
重
複
の
紀
事
は
む
し
ろ
『
救
文
格
論
』
か
ら
『
日
知
録
』

へ
転
写
さ
れ
た
も
の
、
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『日知録集稗』註釈

η
、
非
必
皆
自
作
楊
寧
の
こ
う
し
た
解
釈
が
伺
に
由
来
す
る

の
か
未
詳
。
あ
る
い
は
、
恵
施
の
い
わ
ゆ
る
「
五
車
書
」
を
、

『
呂
寛
』
や
『
准
南
子
』
と
同
種
の
、
学
術
集
団
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
た
百
科
全
書
の
一
、
と
見
な
そ
う
と
す
る
風
潮
が
、

楊
寧
の
周
辺
に
は
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
顧
炎
武
は
「
恵
施
が
五
車
の
如
き
、
其

の
書
寛
に
一
篇
の
伝
は
る
者
と
て
無
し
」
と
、
個
人
の
気
質

に
ま
か
せ
た
多
作
を
厳
に
戒
め
、
暗
に
前
明
「
文
人
」
を
調

し
て
い
た
。
対
す
る
に
楊
寧
の
か
か
る
発
言
は
、
せ
っ
か
く

の
顧
炎
武
の
気
負
い
を
殺
ぐ
格
好
に
な
っ
た
気
味
が
あ
る
。

顧
炎
武
の
病
的
な
ま
で
の
「
文
人
」
嫌
悪
に
、
楊
寧
と
し
て

は
、
い
さ
さ
か
水
を
差
し
た
積
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
自

余
所
及
見
、
里
中
二
三
十
年
来
競
馬
文
人
者
、
無
不
以
浮
名

わ
た
し

萄
得
爵
務
〔
H

余
の
眼
が
及
ぶ
所
か
ら
言
っ
て
、
こ
こ
二
、

三
十
年
来
、
同
郷
の
文
人
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
手
合
い
で
、

浮
名
だ
の
余
様
だ
の
の
こ
と
ば
か
り
気
に
か
け
て
い
な
い
も

の
は
な
い
〕
」
(
「
呉
同
初
行
状
」
文
『
亭
林
文
集
』
巻
五
)

と
い
う
の
が
顧
炎
武
い
つ
も
の
口
吻
で
あ
っ
た
。

門
現
代
語
訳
】

《
本
文
》

①
前
・
後
両
漢
の
時
代
、
文
人
た
ち
は
極
め
て
わ
ず
か
し
か

著
作
し
な
か
っ
た
か
ら
、
史
書
は
伝
記
の
末
尾
で
つ
ね
に

「
著
は
す
所
凡
て
若
干
篇
の
み
」
と
紀
し
て
い
る
。
(
そ
う
し

た
中
)
董
仲
野
だ
け
が
百
三
十
篇
の
多
き
に
達
し
て
い
る
だ

け
で
、
そ
の
余
の
文
人
た
ち
は
五
、
六
十
篇
、
或
い
は
十
数

篇
、
或
い
は
三
、
四
篇
を
伝
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

史
書
が
文
人
た
ち
の
著
作
数
を
記
録
に
留
め
て
い
る
の
は
、

お
と
し

賞
賛
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
少
め
ん
が
た
め
で
は
な
か
っ
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た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
近
人
の
場
合
、
そ
の
数
の
多

さ
を
富
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
も
の
ご
と
は
数
が
多

く
な
る
と
巧
妙
さ
を
失
う
も
の
で
あ
る
し
、
た
と
い
巧
妙
で

あ
っ
た
と
し
て
も
皆
が
み
な
世
に
役
立
つ
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

後
世
に
伝
え
ら
れ
な
い
道
理
で
あ
る
。

「文学部紀要」文教大学文学部第17・1号

《
集
韓
》
1
、
楊
寧
氏
は
こ
う
ま
で
言
っ
て
い
る
、
今
日
の
個
人
専
集

や
八
股
文
集
は
、
取
り
ま
と
め
て
打
ち
砕
き
焼
き
払
っ
て

し
ま
わ
ぬ
限
り
、
後
の
世
が
ど
う
な
る
か
不
安
で
な
ら
な

い
、
ル
」
。

②
前
漢
で
は
辞
賦
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
れ
で
『
漢
書
』
芸
文

史
が
載
せ
る
の
は
詩
眠
の
二
家
に
止
ま
っ
て
い
る
。
(
例
え

ば
)
多
く
の
著
名
な
文
人
の
中
で
、
陸
買
は
賦
が
三
篇
、
買

誼
は
賦
が
七
篇
、
枚
乗
は
眠
が
九
篇
、
司
馬
相
如
は
眠
が
二

十
九
篇
、
侃
寛
は
賦
が
二
篇
、
司
馬
遷
は
賦
が
八
篇
、
王
褒

は
賦
が
十
六
篇
、
揚
雄
は
賦
が
十
二
篇
、
と
い
っ
た
具
合
で

あ
り
、
最
も
多
い
場
合
で
は
准
南
王
が
賦
八
十
二
篇
、
枚
皐

が
賦
百
二
十
篇
で
あ
る
。
だ
が
、
(
『
漢
書
』
)
枚
皐
伝
で
は

こ
う
記
さ
れ
て
い
る
;
枚
皐
は
、
辞
賦
を
作
る
の
が
速
く
詔

を
受
け
る
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
完
成
さ
せ
る
ふ
う
だ
つ
た
か
ら
、

作
品
が
多
か
っ
た
。
司
馬
相
如
は
、
巧
み
で
は
あ
っ
た
も
の

の
、
制
作
に
時
間
が
か
か
っ
た
か
ら
、
作
品
の
数
は
少
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
作
品
の
質
に
お
い
て
枚
皐
の
よ
り
た
ち
勝
っ

て
い
る
。
枚
皐
自
身
そ
の
辞
賦
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
;
賦
の
で
き
は
相
如
に
及
。
は
な
い
が
、
か
く
、
辞
賦
は

数
量
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
好
い
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
後
漢
の
時
代
に
は
碑
諒
・
書
序
・
論
題
と
い
っ

た
文
体
が
加
わ
っ
た
う
え
に
、
ま
た
経
術
が
尊
重
さ
れ
て
訓

詰
の
文
が
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
『
後
漢
書
』

の
列
伝
中
に
著
作
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
者
は
四
十
九
人
に

も
の
ぼ
る
。
う
ち
最
も
多
い
の
は
、
曹
褒
・
謄
勘
・
劉
陶
・

藁
畠
・
萄
爽
・
王
逸
ら
の
各
百
篇
で
あ
り
、
少
な
い
の
は
慮

植
の
六
篇
、
黄
香
の
五
篇
、
劉
駒
験
・
崖
烈
・
曹
衆
・
曹
期

ら
の
各
四
篇
、
桓
彬
の
三
篇
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
そ
れ

で
『
後
漢
書
』
鄭
玄
伝
に
も
、
「
玄
は
『
論
語
』
に
模
し
て

『
鄭
志
』
八
篇
を
作
り
、
諸
経
に
百
万
言
も
の
注
記
を
施
し

た
が
、
通
人
は
し
ば
し
ば
そ
の
煩
雑
さ
を
詰
っ
た
」
と
言
っ

て
い
る
。
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か
く
、
経
書
解
釈
の
書
は
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
(
そ
れ

ら
が
)
必
ず
し
も
優
れ
た
業
績
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

〔第四回〕下

《
集
樟
》

2
、
沈
彫
氏
に
よ
れ
ば
、
顧
炎
武
の
『
救
文
格
論
』
一
巻
で

は
「
停
中
録
其
篇
数
者
(
『
後
漢
書
』
列
伝
中
に
著
作
数

が
記
録
さ
れ
て
い
る
者
)
」
の
後
に
北
海
の
王
睦
・
臨
邑

侯
子
の
駒
験
・
〈
中
略
〉
張
超
・
班
昭
ら
五
十
一
人
の
姓

名
一
百
十
字
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

③
(
前
漢
の
)
秦
恭
は
、
『
書
』
の
尭
典
を
解
釈
す
る
に
当
っ

て
、
篇
目
(
の
尭
典
と
い
う
)
二
字
を
解
説
す
る
だ
け
で
に

十
余
万
言
を
費
し
、
「
日
若
稽
古
」
と
い
う
四
字
を
説
く
の

に
三
万
字
を
費
し
た
。
こ
れ
こ
そ
顔
之
推
の
『
家
訓
』
に
謂

う
所
の
鄭
下
の
諺
、
つ
ま
り
博
士
が
瞳
を
買
っ
た
が
領
収
書

三
枚
の
中
に
瞳
の
字
が
ひ
と
つ
も
出
て
こ
な
い
、
と
い
う
の

と
同
じ
で
あ
る
。

文
章
は
少
な
け
れ
ば
(
市
)
盛
ん
に
な
り
、
多
け
れ
ば

(
而
)
衰
え
る
も
の
で
、
両
漢
を
例
と
し
て
こ
の
こ
と
を
言

う
な
ら
、
後
漢
の
文
は
前
漢
よ
り
多
い
け
れ
ど
も
、
文
章
は

『日知録集縛』註釈

衰
え
て
い
る
。
三
代
を
例
と
し
て
言
う
な
ら
、
春
秋
以
降
の

文
章
は
六
経
よ
り
多
い
が
、
文
章
は
衰
え
て
い
る
。
そ
れ
で

『
礼
記
』
表
記
篇
に
も
「
こ
の
世
に
道
が
行
わ
れ
な
く
な
る

と
、
人
の
言
葉
に
虚
飾
ば
か
り
が
多
く
な
る
」
と
言
つ
で
あ

る。
《
原
注
》

1
、
桓
語
『
新
論
』
に
(
「
秦
近
君
が
云
云
」
と
)

れ
て
い
る
。

2
、
陸
慌
の
「
讃
書
」
詩
に
「
文
辞
の
博
士
が
撞
券
を
書
け

ば
、
職
事
の
参
軍
が
馬
曹
を
判
じ
る
」
と
あ
る
。

3
、
(
『
荘
子
』
天
下
篇
に
見
え
て
い
る
)
恵
施
の
著
書
は
、

車
五
台
を
要
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
が
、
な
ん
と
一
篇

す
ら
後
生
に
伝
わ
り
は
し
な
か
っ
た
。

記
述
さ
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《
集
樟
》

3
、
楊
寧
氏
は
こ
う
言
っ
て
い
る
、
恵
施
は
(
『
荘
子
』
天

下
篇
で
は
)
多
方
面
に
わ
た
る
該
博
な
知
識
の
持
ち
主
で
、



宮内保・玉城要

車
五
台
分
も
の
著
書
を
も
の
し
た
(
が
、
そ
の
主
張
は
ち

ぐ
は
ぐ
で
、
そ
の
言
説
は
的
を
射
て
い
な
い
)
と
さ
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
(
大
量
で
統
一
を
欠
い
た
)
著
書

の
す
べ
て
が
恵
施
の
自
作
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
。

④
『
惰
書
』
経
籍
志
に
古
人
の
文
集
を
載
せ
ら
れ
て
い
て
、

前
漢
で
は
わ
ず
か
に
劉
向
の
六
巻
、
揚
雄
・
劉
散
の
各
五
巻

と
い
う
の
が
最
も
多
い
も
の
で
、
そ
の
余
は
一
、
二
巻
に
す

ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
南
朝
と
も
な
る
と
、
梁
の
簡
文
帝
は
八

十
五
巻
、
元
帝
は
五
十
二
巻
、
沈
約
は
一
百
一
巻
と
い
っ
た

具
合
で
、
い
わ
ゆ
る
多
き
も
亦
た
実
を
以
て
為
さ
ん
や
、
で

あ
る
。

「文学部紀要」文教大学文学部第17・1号

《
集
韓
》

3
、
省
略
(
【
集
稗
と
そ
の
古
語
訳
(
H
訓
読
)
】

4
、

古
語
訳
を
参
照
)

【
追
記
】

魯
迅
の
『
E
介
亭
雑
文
二
集
』
に
「
文
人
相
軽
」
と
題
す
る の

短
文
七
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
周
知
の
よ
う
に
、
い

づ
れ
も
一
九
三
五
年
に
書
か
れ
た
、
論
争
の
文
章
で
あ
る
。
論

敵
は
数
年
来
の
い
つ
も
の
顔
ぶ
れ
の
ほ
か
、
旧
友
の
林
語
堂
や

実
弟
の
周
作
人
ま
で
が
新
た
に
敵
陣
に
加
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
な
か
な
か
の
賑
わ
い
で
あ
る
。
先
生
さ
ぞ
や
畔
易
し
て
ご

ざ
ら
む
と
思
い
き
や
、
そ
れ
は
ど
う
や
ら
杷
憂
と
い
う
も
の
の

よ
う
で
、
相
変
ら
ず
の
輯
晦
は
避
け
が
た
い
所
な
が
ら
、
至
っ

て
悠
然
た
る
態
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
、
あ
る
い
は

弱
み
を
見
せ
ま
い
と
す
る
、
魯
迅
一
流
の
ポ

l
ズ
な
の
か
も
知

れ
な
い
が
。
|
|
伺
は
と
も
あ
れ
、
少
な
く
も
『
文
選
』
巻
四

十
五
設
論
に
採
録
さ
れ
た
「
二
漢
文
人
」
た
ち
、
す
な
わ
ち
東

方
期
・
揚
雄
・
班
固
と
い
っ
た
面
々
の
場
合
と
は
違
っ
て
、
思

い
詰
め
た
所
が
な
い
。

一
体
、
こ
の
国
の
文
学
史
は
「
文
人
相
軽
」
の
歴
史
(
そ
れ

も
、
さ
ほ
ど
の
発
展
性
も
見
出
せ
な
い
)
で
あ
る
、
と
言
っ
て

過
言
で
な
い
よ
う
な
所
が
あ
る
。
そ
の
際
「
相
軽
」
は
、
相
手

の
全
人
格
を
「
軽
ん
じ
る
」
が
如
き
非
難
・
罵
誓
に
ま
で
及
ぶ

の
が
し
ば
し
ば
、
と
い
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

な
る
ほ
ど
『
典
論
』
論
文
の
昔
は
、
「
文
人
が
相
手
を
軽
ん
」

じ
た
に
つ
い
て
、
「
夫
人
善
於
自
見
、
而
文
非
一
館
、
鮮
能
備
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〔第四回〕下

母
車
宍
是
以
各
以
所
長
、
相
軽
所
短
〔
H

そ
も
そ
も
人
は
己
を
表

現
す
る
才
能
を
も
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
(
表
現
す
る
た
め
の
)

文
体
と
な
る
と
一
体
に
止
ま
ら
な
い
か
ら
、
す
べ
て
の
文
体
を

こ
な
せ
る
人
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
人
は
、

己
の
得
手
と
す
る
所
で
も
っ
て
、
他
人
の
不
得
手
な
所
を
詰
る

よ
う
に
な
る
こ
と
い
っ
た
事
由
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

だ
が
、
現
に
魯
迅
た
ち
の
「
相
軽
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

時
代
を
遡
っ
て
、
例
え
ば
あ
の
蘇
賦
の
「
文
字
之
衰
、
未
有
如

今
日
者
也
、
其
源
貫
出
於
王
(
介
甫
)
氏
、
王
氏
之
文
未
必

不
善
也
、
而
患
在
於
好
使
人
同
己
、
自
孔
子
不
能
使
人
同
、
顔

淵
之
仁
、
子
路
之
勇
、
不
能
以
相
移
、
而
王
氏
欲
以
其
翠
同
天

下
、
地
之
美
者
、
同
於
生
物
、
不
同
於
生
、
惟
荒
宮
原
歯
之
地
、

調
望
皆
黄
茅
白
葦
、
此
則
王
氏
之
同
也
」
(
「
答
張
文
潜
豚
丞
」

書
:
『
東
披
文
集
』
巻
四
十
九
)
の
如
き
は
、
臆
面
も
な
い
悪

罵
と
し
て
の
「
相
軽
」
に
外
な
ら
ず
、
お
よ
そ
論
争
な
ど
と
言

え
た
代
物
で
は
な
い
。

こ
こ
に
顧
炎
武
に
よ
る
H

「
文
人
」
論
H

の
如
き
も
、
ま
た

そ
の
よ
う
な
「
文
人
相
軽
」
の
系
譜
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
『
墨
子
』
に
「
古
之
聖
王
、
欲
侍
其
道
於
後
世
、

是
故
書
之
竹
島
、
鍍
之
金
石
、
侍
遺
後
世
子
孫
、
欲
後
世
子
孫

『日知録集緯』註釈

法
之
也
、
聞
先
王
之
遺
而
不
局
、
是
廠
先
王
之
侍
也
」
(
「
貴
義
」

第
四
十
七
)
と
あ
る
の
は
周
知
の
事
柄
に
属
す
る
が
、
顧
炎
武

が
「
文
人
」
た
ち
に
要
求
す
る
「
文
」
の
あ
り
ょ
う
は
、
正
に

墨
子
の
所
謂
「
先
王
之
遺
」
「
先
王
之
侍
」
で
そ
の
「
文
」
を

盈
す
こ
と
以
外
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
蘇
拭
に
お
け
る

「
王
氏
之
同
」
そ
の
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
北
宋
の
劉
費
(
補
注

1
参
照
)
も
ま
た
そ
う
で
あ
り
、
明
末
の
陳
子
龍
と
て
も
同
じ

こ
と
で
あ
る
(
顧
炎
武
は
煉
子
龍
の
憤
死
を
悼
ん
で
「
突
陳
太

僕
子
龍
」
詩
ほ
か
を
献
じ
て
い
る
)
。
か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
、

今
し
ば
ら
く
H

「
文
人
」
論
H

を
追
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
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